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C
型
肝
炎
の
最
新
治
療

今
回
は
以
前
、『
治
り
に
く
い
』
と
い
わ

れ
て
き
た
C
型
肝
炎
の
お
話
で
す
。

1
9
8
9
年
に
C
型
肝
炎
の
原
因
ウ
イ
ル

ス
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
26
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
1
9
9
2
年
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

（
注
射
製
剤
）
の
単
独
治
療
が
開
始
し
た

際
は
、
治
療
成
功
率
は
20
%
に
も
満
た
な

い
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
副

作
用
で
あ
る
血
球
減
少
や
発
熱
、
倦
怠
感
、

う
つ
症
状
な
ど
の
影
響
で
と
て
も
『
つ
ら

い
治
療
』
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
2
0
0
4
年
に
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
（
週
に
1
回
打
つ
タ
イ
プ
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
）
と
リ
バ
ビ
リ
ン
（
内
服
薬
）
の

併
用
療
法
に
よ
り
、
治
療
成
績
に
よ
う
や

く
向
上
が
見
ら
れ
ま
す
。
日
本
人
に
多
く

感
染
し
て
い
る
C
型
肝
炎
の
遺
伝
子
は
1

型
、
2
型
と
大
き
く
わ
け
て
2
種
類
の
ウ

イ
ル
ス
タ
イ
プ
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
が
、

1
型
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
効
果
が

乏
し
く
、
2
型
は
効
果
が
で
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
2
0
0
4
年
の
ペ
グ

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
リ
バ
ビ
リ
ン
の
併
用

療
法
は
、
1
型
で
40
〜
50
%
、
2
型
で
80

〜
90
%
の
治
療
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
2
0
1
1
年
に
は
ペ
グ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
リ
バ
ビ
リ
ン
に
加
え
て
、

直
接
作
動
型
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
で
あ
る
テ
ラ

プ
レ
ビ
ル
（
内
服
薬
）
の
3
剤
併
用
療
法

が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
治
療
効
果
は
1

型
の
方
で
も
70
%
と
な
り
、
2
0
1
3
年

12
月
に
発
売
さ
れ
た
シ
メ
プ
レ
ビ
ル
の
併

用
療
法
で
は
、
80
%
ま
で
治
療
成
績
は
向

上
し
ま
し
た
。（
そ
の
後
も
3
剤
併
用
療

法
の
新
薬
と
し
て
バ
ニ
プ
レ
ビ
ル
が

2
0
1
4
年
11
月
に
発
売
。
治
療
成
績
は

シ
メ
プ
レ
ビ
ル
と
ほ
ぼ
同
等
。）

さ
ら
に
2
0
1
4
年
9
月
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
を
使
用
せ
ず
に
、
直
接
作
動
型

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
2
剤
組
み
合
わ
せ
て
内

服
す
る
治
療
（
ダ
ク
ラ
タ
ス
ビ
ル
と
ア
ス

ナ
プ
レ
ビ
ル
の
併
用
療
法
）
が
発
売
開
始

と
な
り
、
こ
の
治
療
法
で
90
%
の
治
療
効

果
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
治

療
期
間
も
24
週
間
で
、
副
作
用
も
軽
く
、

ご
高
齢
の
方
や
肝
硬
変
初
期
の
方
に
も
安

心
し
て
使
用
で
き
る
薬
剤
の
出
現
に
、
も

は
や
『
C
型
肝
炎
は
治
る
』
の
時
代
に
突

入
し
て
い
き
ま
す
。
2
0
1
5
年
5
月
に

2
型
の
方
へ
も
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
用

し
な
い
2
剤
併
用
療
法
（
ソ
ホ
ス
ブ
ビ
ル

+
リ
バ
ビ
リ
ン
）
が
認
可
さ
れ
、
治
療
効

果
は
96
%
で
治
療
期
間
も
12
週
間
と
短
縮

さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
5
年
8
月
、
今
度

は
1
型
の
方
へ
、
ソ
ホ
ス
ブ
ビ
ル
+
レ
デ
ィ

パ
ス
ビ
ル
の
合
剤
で
あ
る
『
ハ
ー
ボ
ニ
ー
』

が
発
売
と
な
り
ま
し
た
。
治
療
期
間
が
12

週
間
で
治
療
効
果
は
1
0
0
％
近
い
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
治
療
は
医
療
費
が
非
常
に
高

く
、『
ハ
ー
ボ
ニ
ー
』
に
つ
い
て
は
1
錠
8

万
1
7
1
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
12
週
間

消
化
器
科　

齋
藤 

秀
一

毎
日
内
服
す
る
の
で
、
84
回
内
服
。）

と
て
も
高
額
で
通
常
で
あ
れ
ば
手
が
出
せ

な
い
も
の
で
し
た
が
、
今
は
医
療
費
助
成

制
度
が
あ
り
家
庭
収
入
に
よ
っ
て
月
額
1

万
も
し
く
は
2
万
円
を
限
度
負
担
額
と
し

て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
保

健
所
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
）

も
し
治
療
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
是
非
と
も
一
度
医
師
へ
の

ご
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

1989年 C型肝炎ウイルスの発見
1957年 インターフェロンの発見

1992年 インターフェロン単独療法（24週）
2001年 インターフェロン＋リバビリン併用療法
2002年 インターフェロン長期投与（24週の制限撤廃）
2003年 ペグインターフェロン単独療法（48週）
2004年 ペグインターフェロン＋リバビリン併用療法（48週）
2011年 ペグインターフェロン＋リバビリン＋テラプレビル　3剤併用療法
2013年

ペグインターフェロン＋リバビリン＋バニプレビル　3剤併用療法
ペグインターフェロン＋リバビリン＋シメプレビル　3剤併用療法

2014年 ダクラタスビル＋アスナプレビル　併用療法

2015年2015年「ハーボニー®配合錠」による1日1回1錠、
12週投与による経口剤治療が登場
「ハーボニー®配合錠」による1日1回1錠、
12週投与による経口剤治療が登場

遺伝子型1型の治療年表
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当
院
で
は
消
防
法
に
基
づ
き
、
毎
年

２
回
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
今
年
度
第
１
回
目
の
訓
練
を
南

棟
３
階
の
P
C
U
病
棟
で
行
い
ま
し
た
。

訓
練
に
は
消
防
職
員
12
名
、
避
難
者
・

見
学
者
64
名
の
計
76
名
が
参
加
し
、
消

防
の
は
し
ご
車
や
避
難
器
具
を
使
用
し

た
実
際
の
避
難
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

訓
練
は
火
災
が
発
生
し
、
病
棟
東
側

に
あ
る
バ
ル
コ
ニ
ー
に
複
数
の
人
が
取
り

残
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
、
軽
症
者
は

は
し
ご
車
と
避
難
器
具
を
使
用
し
て
避

難
し
、
重
傷
者
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
使

用
し
て
消
防
隊
員
が
救
助
す
る
と
い
う

流
れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
職
員
が
い
る
か
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
実
際
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
無
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
降
下
で
き
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
階
段
を
使
用
せ
ず
に

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
の
最
終
的
な

避
難
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
は
し
ご

車
と
避
難
器
具
を
使
用
し
ま
し
た
が
、

実
際
の
火
災
時
は
階
段
か
ら
の
避
難
が

第
一
優
先
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
病
院
で

火
災
を
起
こ
し
て
し
ま
う
事
自
体
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
も

今
回
の
よ
う
に
取
り
残
さ
れ
た
人
が
い

る
と
な
る
と
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
想
定
で
訓
練
を
行
う
こ
と

で
職
員
の
防
火
意
識
を
よ
り
い
っ
そ
う
高

め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

P
C
U
病
棟
の
避
難
経
路
は
他
の
一
般

病
棟
の
よ
う
な
階
段
に
加
え
、
バ
ル
コ

ニ
ー
に
避
難
器
具
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
緩
降
機
」
と
い
い
、

折
り
た
た
み
式
の
ク
レ
ー
ン
の
よ
う
な

ア
ー
ム
を
バ
ル
コ
ニ
ー
の
手
す
り
か
ら

伸
ば
し
、
先
端
の
調
速
器
に
付
い
て
い

る
着
用
具
に
体
を
通
し
て
地
面
に
降
下

し
ま
す
。

こ
の
避
難
器
具
は
誰
で
も
簡
単
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
ロ
ー

プ
一
本
で
３
階
か
ら
降
下
す
る
た
め
、
初

め
は
恐
怖
心
で
な
か
な
か
降
下
で
き
な

7月29日に

避難訓練
を実施しました
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職場紹介 検査科
検査科感染係長 竹内哲也

【
検
体
検
査
部
門
】

　

患
者
様
か
ら
採
血
さ
れ
た
血
液
で

血
液
検
査
や
、
凝
固
検
査
、
生
化
学

検
査
、
感
染
症
（
B
型
・
C
型
肝
炎
、

H
I
V
検
査
、
梅
毒
）、
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
、
ホ
ル
モ
ン
な
ど
を
測
定
す
る

免
疫
血
清
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
尿
検
査
、
血
液
ガ
ス
検
査
、

胸
水
、
腹
水
、
関
節
液
、
髄
液
検
査

な
ど
の
一
般
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
生
理
検
査
部
門
】

　

心
電
図
検
査
や
腹
部
、
体
表
、
心

臓
、
頸
部
、
四
肢
血
管
の
超
音
波
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
脳
波
検

査
や
聴
力
検
査
、肺
機
能
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
も
臨
床
検
査
技
師
が
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。

【
細
菌
検
査
部
門
】

　

病
原
細
菌
に
つ
い
て
塗
抹
鏡
検
や

培
養
を
行
っ
て
検
出
し
、
同
定
検
査

を
行
っ
て
菌
名
を
決
定
し
ま
す
。
ま

た
そ
の
細
菌
に
対
し
て
効
果
が
あ
る

抗
生
物
質
を
調
べ
る
薬
剤
感
受
性
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
得
ら
れ
た
細

菌
の
検
出
情
報
を
分
析
し
、
院
内
感

染
対
策
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

【
病
理
・
細
胞
診
検
査
部
門
】

　

病
理
検
査
は
手
術
や
内
視
鏡
な
ど

で
採
取
し
た
検
体
か
ら
標
本
を
作
成

し
、
組
織
構
造
・
細
胞
の
変
化
を
顕

微
鏡
で
観
察
し
診
断
を
行
い
ま
す
。

細
胞
診
検
査
は
剥
離
、
穿
刺
な
ど

で
採
取
し
た
検
体
標
本
を
作
成
し
、

検
体
中
の
細
胞
の
良
性
悪
性
を
顕

微
鏡
で
観
察
し
病
気
の
検
査
を
行

い
ま
す
。

【
輸
血
検
査
部
門
】

　

血
液
型
検
査
や
輸
血
を
行
う
前
に

行
う
交
差
適
合
試
験
、
副
作
用
の
原

因
と
な
る
抗
体
を
調
べ
る
不
規
則
抗

体
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
そ
れ
以
外
に
も
平
成
25
年
12

月
よ
り
、
朝
7
時
30
分
か
ら
採
血
を

開
始
し
検
査
の
待
ち
時
間
の
短
縮
に

努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
26
年

4
月
か
ら
内
視
鏡
検
査
に
臨
床
検
査

技
師
が
か
か
わ
り
、
こ
れ
に
よ
り
検

体
採
取
か
ら
検
査
ま
で
き
め
細
か
い

対
応
が
で
き
、
精
度
の
高
い
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
迅
速
で

正
確
な
検
査
を
提
供
し
、
当
院
が
掲

げ
る
患
者
中
心
の
医
療
に
貢
献
で
き
る

よ
う
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今回は検査科について紹介します。
当院の検査科は臨床検査技師28名、
准看護師2名が所属しています。また検
査は大きく以下の５つの部門に分かれ
ており、それぞれ順に説明します。
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公立富岡総合病院 健診センター 市民公開講座

いつまでも、若々しく・元気で・健康に！
「自分の生活体力、噛む力」チェックしてみませんか

開催日時 平成27年11月8日（日）
午前9時～午前12時

実施場所 健診センター

参 加 費 無料
定　　員 30名（申し込み順）

＊当日は動きやすい服装・靴で来てください
＊当日の血圧が高めの方、総入れ歯の方は一部できない検査があります

申し込み

当日の予定

申し込み・問い合わせ先

10月1日からお申し込み開始

10時50分～ 講座②
「間食と運動のバランス」
・お菓子のカロリーってどのくらい？
・お菓子を消費するための運動は何分すればいいの？
・歩き方のコツ最新情報

10時～
『健康相談コーナー』 （希望者）
保健師・看護師がお答えします
健診結果をお持ちください

9時～10時
・受　付
・生活体力測定
・咀嚼力ガムチェック

10時～ 講座①
「噛めば噛むほど
　　若返るって本当！！」
～よく噛んで食べるコツ～

10時30分～
おやつバイキング
～100キロカロリーの
　おやつを選んでみよう～

公立富岡総合病院 健診センター Tel.0274-63-2111 大塚まで

第2弾

知って得する健康教室

55



地域医療連携だより

市民公開講座のお知らせ

ソーシャルワーカー（MSW）をご存じですか？

「病理診断とは何か？ ～病理医の仕事～」

と　き

演　題

平成27年10月30日（金）
18時30分（受付18時より）～20時

ところ

参加申し込み

JA甘楽富岡ヴァン・ヴェール（富岡市富岡2638-1）

相談受付時間 月曜～金曜 9時～17時 中央受付までお問い合わせください。

どなたでも参加できます。
事前申し込みは不要です。

【講師】平戸　純子　先生　
　　　　群馬大学医学部附属病院病理部・病理診断科
　　　　副部長（診療教授）

などなど、病気になったらいろんな心配ごとができます。
だれに相談していいかわからないことにソーシャルワーカーが相談にのってます。
入院中の方も、そうでない方もお気軽にお声掛けください。

●家族として患者にどう接すればいいのか？
●暮らしに役立つ制度があるのか？
●仕事のことはどうすればいいのか？
●退院後の生活がとても心配。
●医療費、生活費が心配。

公立富岡総合病院 患者支援係（がん相談支援センター）
TEL.0274-63-2111　FAX.0274-64-1406
E-mail tomihp@mail.gunma.med.or.jp

お問い合わせ先


